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●●●編集後記

▶本号の特集は，「放射線療法と免疫療法との併用療法を考える」です。
免疫療法と放射線治療の相互作用にはいろいろなものがありますが，一
番有名なものはアブスコパル効果です。免疫療法が一般的になる以前は，
放射線治療や放射線生物学を専門にしている，ごく一部の先生しか知ら
ない専門用語でしたが，今や放射線の領域以外の先生方にも，広く知ら
れるようになってきました。
▶さて，私が研修医だった約30年前の放射線治療は，X線シミュレーター
による治療計画が一般的でした。やがて CT 治療計画が普及し，「大きく
進歩したものだ」と思っていたところ，ガンマナイフやリニアックによる頭蓋
内腫瘍に対する定位放射線治療が導入され始め，さらに体幹部定位照
射に応用が広がり，「こんな正確な治療ができるのか」とびっくりしたのも
つかの間，画像誘導放射線治療や強度変調放射線治療の普及と，X 線
による放射線治療はめまぐるしく発展してきました。強度変調放射線治療
が 2008 年に本邦で保険収載されて 10 年が経過し，「放射線治療の発
展も一段落だな」と思っていたところで，今度は免疫チェックポイント阻害
薬の登場です。免疫チェックポイント阻害薬は放射線治療との相性がよ
いとされており，今後さらに放射線治療が大きく発展する時期を迎えている
のかもしれません。もちろん，進化を続けている粒子線治療やホウ素中性
子捕捉療法の進歩も楽しみです。
▶さらに，本年 9 月にシカゴで開催された米国放射線腫瘍学会では，
FLASH radiotherapy が大きなトピックとなっていました。これは，100 
Gy／秒以上の超高線量率で照射すると，腫瘍制御率は同程度で，有害
事象の発生頻度は低下する，といった夢のような技術です。5～10 年後
には，一回の放射線治療は一瞬で終わって，副作用は少ない治療が実現
しているかもしれないと，放射線治療のさらなる発展に期待しています。
 中村和正
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